
　本校の国語の入試問題は、文章読解力、表現力、言葉の知識、漢字の読み書きなど、国語で必要とされる

さまざまな力をみることができるように作成しています。問題文は、小学校6年生に読んでもらいたいもの

で、読みごたえのある文章を選ぶようにしています。

出題方針

国　語Ⅲ- 01

　国語で出題する文章は、説明的文章一編と、随筆や物語などの文学的文章一編を組み合わせています。こ

こ数年は漢字を問題文からではなく独立して出題することが多く、合計3題になっています。

　記述問題は、短いものが20～50字。これを数題出題します。長いものは70～100字程度、各回とも1題です。

長い記述問題は、文章の内容を読み取ってまとめるものもあれば、受験生自身の体験を、本文の内容に関わ

らせながら書くものもあります。また、選択肢問題であっても本文の内容や筆者の考えを身の周りの具体例

に照らし合わせて考えさせるものもあり、読解のほかに考えを展開することができるかどうかをみるように

しています。

問題構成

　文学的文章の読解の中心は登場人物の内面を理解することにあります。登場人物の内面は、その

表情や態度はもちろんのこと、周りの情景描写にも反映されていることが少なくありません。また、

たとえを用いて心情を語ることもあります。そこを読み取れるかどうかを問うようにしています。

　たとえを用いて心情を語る例としては平成二十九年度入試第一回　　の問十二、登場人物の態度
から心情を読み取る例としては、第二回　　の問六などが挙げられます。

　説明的文章の読解の中心は、筆者の考えの道筋を理解することにあります。

　説明的文章では、事実を挙げ、それについての、あるいはそれを手がかりに考えが述べられます。

考えについても、一般的な考えをまず述べることで、対比の形で筆者の考えを強調する場合が多く

あります。説明的文章には、その他にも対比的な述べ方がしばしば登場するので、そこを読み取る

問題は欠かせません。筆者の主張を理解する上で不可欠だからです。また、同じ内容を繰り返して

いるところ、前に言ったことを補足説明しているところを読み取ることが、要点の把握に必要です。

文章の要点を把握するための語彙力があるかどうかも問うようにしています。

　対比的な述べ方の理解を問う例としては、第平成二十九年度入試第一回　　の問六、また、第三
回　　の問九は、文中に挙げられた二つの項目を読み取れているかを問う例として挙げられます。

文学的文章の出題の意図

説明的文章の出題の意図
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問
九　

　
　
　

線
⑥
「
貸
切
バ
ス
の
旅
と
「
歩
く
」
旅
で
は
、
ま
っ
た
く
異
質
な
体
験
と
な
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
点
で
異
質
な
の
で
す
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ち
が
い
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
八
十
字
以
上
九
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
六　

　
　
　

線
Ｘ
「
供
給
が
過か

じ
ょ
う剰

な
時
代
」・　

　
　

線
Ｙ
「
需
要
が
旺お

う
せ
い盛

で
、
そ
れ
に
く
ら
べ
て
も
の
が
な
い
時
代
」
と
あ
り
ま
す
が
、
次
の
１
〜
４
が

そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
に
あ
て
は
ま
る
か
を
Ｘ
・
Ｙ
の
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

中
身
だ
け
で
な
く
見
ば
え
を
よ
く
し
て
買
い
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
。

２　

古
く
な
っ
た
も
の
も
修
理
を
く
り
返
し
、
作
り
替
え
て
大
切
に
使
う
。

３　

宣
伝
を
熱
心
に
し
て
他
と
ち
が
う
価
値
を
印
象
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

４

長
く
使
え
る
こ
と
よ
り
も
目
新
し
い
外
見
、
性
能
な
ど
を
争
っ
て
開
発
す
る
。

問
十
二　

　
　
　

線
⑪
「
あ
あ
、
こ
う
い
う
と
き
、
春
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
気
持
ち
を
た
と
え
て
い
る
の
で
す
か
。

も
っ
と
も
適
当
な
も
の
を
次
の
１
〜
４
か
ら
一
つ
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

１　

友
達
と
た
わ
い
な
い
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
心
を
合
わ
せ
て
一
所
懸
命
歌
う
こ
と
に
充
実
感
を
覚
え
、
明
る
く
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
。

２　

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
共
に
毎
日
合
唱
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
う
ち
に
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
役
割
な
ど
は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
く
気
持
ち
。

３　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
同
士
が
よ
う
や
く
打
ち
解
け
合
え
た
と
知
っ
て
、
一
年
間
の
出
来
事
の
何
も
か
も
が
無む

だ駄
で
は
な
か
っ
た
と
か
み
し
め
る
気
持
ち
。

４

御
木
元
さ
ん
が
少
し
ず
つ
み
ん
な
に
心
を
開
い
て
き
た
の
が
う
れ
し
く
て
、
三
年
生
に
進
級
す
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
く
る
気
持
ち
。

問
六　

　
　
　

線
⑤
「
う
つ
む
き
か
げ
ん
に
な
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
は
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
万
亀
の
気
持
ち
を
「
…
気
持
ち
。」
に
続
く

よ
う
に
二
十
五
字
以
上
三
十
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。

第三回 第一回

〔

〕

※

解
答
例
省
略

正
解

〔

〕

１
Ｘ　

２
Ｙ　

３
Ｘ　

４
Ｘ

正
解

第一回第二回

〔

〕
１

正
解

〔

〕

※

解
答
例
省
略

正
解

　小学校での学習の範囲から出題しますが、日常会話の中で用いるような言葉だけでなく、さまざ

まな文章を読みこなし、考察するための語彙を持っているかどうか、言葉の知識を問うものでもあ

ることも本校の意図するところです。

　例えば平成二十九年度入試第一回の「拡張」「縦横」、第二回の「旗印」「打破」「委ねる」、第三回の「勤め
る」「批評」などは、小学生の会話の中にはなかなか出てきませんが、上記の意図のもとに出題しています。

漢字の出題の意図

説
明
的
文
章
の
出
題
の
意
図

文
学
的
文
章
の
出
題
の
意
図
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